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第1章 調査対象特許について

SAMPLE

1-1 調査対象特許の概要

なし

なし

0

0

0

0

国内優先権

国際出願

情報提供回数

閲覧回数

被引用(他)

被引用(自)

なし分割

なし不服審判

なし無効審判

あり早期審査請求

2008/6/20登録日

2007/10/16審査請求日

2005/1/28出願日

1-2 パテントスコアと審査経過情報

レイティング
パテントスコア

調査対象

発明の名称

出願人

発明者

テーマコード

ＩＰＣ

図表1.パテントスコアと審査経過情報

※ 「パテントスコア」は、特許出願後の経過情報などを指数化することで、個別特許の質の高さを得点化するサービスで
す。詳細については、第4章「分析手法について」をご参照ください。
※ レイティングおよびパテントスコアが「－」となっているものは、調査案件が失効・拒絶・みなし取下げ等となっているため
パテントスコア算出対象から除外された特許です。

出願番号2005-021975

木造建物の制振装置及び木造建物の制振方法

東京工業大学

笠井和彦,大木洋司,坂田弘安

【2E139】異常な外部の影響に耐えるための建築物
【3J048】防振装置

E04H 9/02 , F16F 15/04

:

:

:

:

:

:

： A-
： 66.1
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第2章 調査対象特許の周辺出願状況

SAMPLE

2-2 国際特許分類（ＩＰＣ）ランキング

2-1 分析対象特許群について

調査対象特許の周辺技術を調査するために、類似特許3,000件をデータベース
から抽出し、IPCサブクラスにより絞り込んだ1,196件を分析対象特許群とした。

類似特許検索条件

入力テキスト
ＩＰＣによる絞込み
検索範囲

： 出願番号2005-021975
： E04H 、 F16F
： 公開特許公報1993年1月～2010年3月
特許公告公報1994年1月～1996年3月
特許公報1996年5月～2010年3月
再公表特許公報1996年1月～2010年3月
公表特許公報1996年1月～2010年3月
整理標準化データ：～2010年3月24日

サブクラスE04H、F16Fに関する出願が半数以上を占める

図表2．国際特許分類（ＩＰＣ）ランキング

図表2に、国際特許分類（IPC）メイングループのランキングを示す。
調査対象特許と同じ E04H（建築物（積層材，積層体一般Ｂ３２Ｂ））及びF16F（ばね；緩衝装
置；振動減衰手段）に関する出願が半数以上を占めている。

861
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登録

審査中

出願のみ

拒絶査定：
235件
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333件
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90件

審査中：
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登録：235件
失効：139件

SAMPLE

2-3 ステータス別出願件数

図表3．ステータス別出願件数

登録235件（19.6%）、審査中164件（13.7%）、出願のみ90件（7.5%）

ステータス 概要

登録 　設定登録を受けているもの

審査中 　特許出願後に審査請求され、審査中のもの

出願のみ
　特許出願後、未審査請求のもの
　ただし、審査請求期間が経過していないもの

取下げ 　出願取下げ、取下げ擬制、出願却下など

拒絶 　拒絶査定が確定したもの

失効 　特許登録後に権利満了や年金不払いなどで失効したもの

※分かりやすさを優先し、ステータスは簡略化した区分になっています。
また、一部に元データの不整合・欠如により弊社で独自に類推している
ものがあります。特許の生死の確認など法的な手続きを実施する際には、
特許庁備え付けの包袋・原簿などで改めてご確認ください。

図表3に、ステータス別出願件数のパイチャートを示す。
現在登録を受けている特許は235件であり、審査中が164件、出願のみが90件あり、今後も特許件
数は増加していくことが伺える。

2-4 出願件数の推移

2005年に100件に迫るが、継続して60件前後の出願がなされている

図表4．出願件数推移
図表4に、出願件数推移を示す。
2000年まで出願件数が増加した後に一度減少するが、2005年には100件に迫る出願が行わ
れている。全体的には継続して60件前後の出願がなされている。
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積水化学工業

大成建設
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SAMPLE

2-5 出願人スコアマップ

横軸：出願人ごとにパテント
スコアの最高値を抽出。この
分類における１件の強い特許
（光る技術）を探索。

縦軸：出願人ごとにパテ
ントスコアを積算。現在
の「特許力」がわかる。

直径：出願人ごとに出願
した特許数を表現。当該
分野に投入したリソース
の大きさがわかる。

総
合
的
な
強
さ

個別特許の強さ

総合力1位は積水化学工業、個別力1位はショーワ

図表5．出願人スコアマップ

・出願件数ランキング ・出願人スコアランキング ・出願人最高スコアランキング

円の大きさ：出願件数
横軸（個別特許の強さ）：各出願人の特許群の中で最高値の特許のスコア＝出願人最高スコア
縦軸（総合的な強さ）：各出願人の特許群のスコアを合算した値＝出願人スコア
分析対象の公報数：1,196件、スコア算出対象の公報数：489件、出願人の数：327人

出願件数では清水建設が1位、積水化学工業が出願人スコア1位、ショーワが最高スコア特許
を保有している。
出願件数では建設会社が上位を占めるが、パテントスコアで見ると化学メーカーが上位を占め
ている。

＜グラフの見方＞

順位 出願人
出願
件数

1 清水建設 115
2 ブリヂストン 81
3 大林組 72
4 竹中工務店 58
5 積水化学工業 52
6 東海ゴム工業 41
7 日立製作所 35
8 鹿島建設 34
9 トヨタ自動車 34
10 積水ハウス 33

順位 出願人
出願人
スコア

1 積水化学工業 136.9
2 清水建設 110.4
3 東海ゴム工業 101.1
4 住友ゴム工業 90.0
5 石丸辰治 89.8
6 ミサワホーム 84.3
7 竹中工務店 80.7
8 東京工業大学 78.3
9 ブリヂストン 76.4
10 日立製作所 69.7

順位 出願人
出願人
最高スコア

1 ショーワ 32.8
2 バンドー化学 28.6
3 積水化学工業 27.1
4 大成建設 25.5
5 三井造船 25.1
6 中央大学 25.1
7 三協立山アルミ 25.0
8 住宅構造研究所 23.3
9 豊興工業 22.0
10 日立機材 22.0
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大和ハウス工業
構造計画研究所
住友ゴム工業
日産自動車
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本田技研工業
ＪＦＥスチール

りんかい日産建設
新井組

旭化成ホームズ
熊谷組

出願件数

SAMPLE

第3章 分析対象特許群における企業の出願状況

3-1 特許出願件数の多い企業

出願件数1位は清水建設の115件、2位はブリジストンの81件

図表6に出願件数ランキングを示す。

出願件数では清水建設が115件で1位、ブリジストンが81件で続き、建設会社と化学
メーカーを中心に、自動車メーカーが名を連ねている。

図表6．出願件数ランキング
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SAMPLE

3-2 特許出願件数が増加している企業

調査対象特許群において、直近3年間（2005年4月～2008年3月）における1年当たりの特許出願件
数と、それ以前の3年間（2002年4月～2005年3月）における1年当たりの特許出願件数を比較するこ
とにより、研究開発活動が活発化している企業を探す。

出願件数が増加している企業1位は積水化学工業、続いて竹中工務店

図表7．出願件数増加企業ランキング上位20と上位5社の出願件数推移

図表7に出願件数増加企業ランキング上位20を示す。

1位積水化学工業、2位竹中工務店、トヨタ自動車、住宅構造研究所の出願が増加している。

順位 出願人
出願
件数

①1年当たり
特許出願件数

2002/4～2005/3平均

②1年当たり
特許出願件数

2005/4～2008/3平均

平均増加数
②－①

1 積水化学工業 52 0.8 3.0 2.2
2 竹中工務店 58 0.6 2.3 1.8
3 トヨタ自動車 34 0.3 2.0 1.7
4 住宅構造研究所 5 0.0 1.3 1.3
5 熊谷組 9 0.0 1.3 1.3
6 住友不動産 6 0.1 1.0 0.9
7 旭化成ホームズ 9 0.1 1.0 0.9
8 ＪＦＥスチール 10 0.2 1.0 0.8
9 清水建設 115 0.7 1.3 0.7
10 ブリヂストン 81 0.4 1.0 0.6
11 ヤクモ 4 0.1 0.7 0.6
12 豊田合成 11 0.2 0.7 0.5
13 三井住友建設 18 0.0 0.3 0.3
14 日立プラントテクノロジー 3 0.0 0.3 0.3
15 住友林業 6 0.0 0.3 0.3
16 タマホーム 2 0.0 0.3 0.3
17 ジャスト 2 0.0 0.3 0.3
18 大倉義邦 1 0.0 0.3 0.3
19 西山由之 1 0.0 0.3 0.3
20 江間忠ウッドベース 1 0.0 0.3 0.3
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SAMPLE

3-3 類似度が高い企業

特に類似性の高い技術を持っている可能性の高い企業を調査するため、調査対象公
報との類似度が高い出願をしている企業を抽出した。

類似度 出願番号 発明の名称

1 東海ゴム工業 43.7 2007-244262 建物の制震構造

2 ＴＡＭＡーＴＬＯ 43.6 2004-106777 木造建築用制振装置

3 大林組 42.5 1994-063100 制振構造物

4 積水ハウス 41.9 2005-364839 木造軸組耐力壁

5 住宅構造研究所 41.2 2008-105097 建物の壁構造

6 積水化学工業 40.8 1993-097778 建物

7 構造計画研究所 40.8 2006-066966 制振装置及びこれを用いたユニット建物並びに建物

8 トヨタ自動車 40.8 2006-066966 制振装置及びこれを用いたユニット建物並びに建物

9 ツカ・カナモノ 38.4 2005-278321 木造建物の制震構造

10 清水建設 38.2 2000-311166 制振建物

11 杉本建築研究所 37.3 2006-087198 制振構造及び制振パネル

12 バンドー化学 37.1 2005-160842 制振金物および木造住宅の接合部の構造

13 新田文夫 35.4 1999-230505 木造建物の制振壁構造

14 ブリヂストン 35.3 2001-368922 制振用ダンパ、その取付方法及び木造住宅

15 東洋ゴム工業 34.8 1999-366203 建物用制振装置及びそれを用いた建物の制振構造

16 鹿島建設 34.7 1995-314200 ブレース付きラーメン架構体の減衰構造

17 大和ハウス工業 34.4 1995-251681 木造建築物

18 パナホーム 34.2 2001-071001 制振パネル

19 野島義永 34.0 1996-073317 木造耐震用補強鋼材

20 日立製作所 33.1 2000-087307 制振装置

最も類似している公報
出願人順位

類似度が高い出願を行っている企業は東海ゴム工業、大林組など

図表8．類似度の高い出願を行っている企業上位20

図表8に調査対象公報に類似度の高い出願を行っている企業上位20社と、出願番号および
発明の名称を示す。

1位東海ゴム工業、2位TAMA-TLO、大林組、積水ハウス、住宅構造研究所が続いている。
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3-4 類似特許マップ

課題および請求項の類似度を算出し、類似する出願を類似度に基づいて可視化することで、より
詳細に類似出願を行っている企業を探索する。

課題が最も類似する出願は積水化学工業、
請求項が最も類似する出願は江戸川木材工業、日立製作所の共同出願

順位 出願人
請求項
類似度

出願番号

1 江戸川木材工業 67.2 H15-004791

2 日立製作所 67.2 H15-004791

3 住宅構造研究所 67.0 H20-105097

4 清水建設 59.8 H09-011687

5 積水化学工業;住環境研究所 58.9 H09-119178

6 構造計画研究所;トヨタ自動車 56.6 H18-066966

7 積水ハウス 51.2 H17-364839

8 大成建設 50.3 H09-116516

9 ＫＹＢ;構造計画研究所 49.2 H15-003929

10 新日本製鐵 48.9 H09-318930

順位 出願人
課題
類似度

出願番号

1 積水化学工業 75.3 H20-103036

2 ＴＡＭＡーＴＬＯ 75.3 H16-106777

3 東海ゴム工業 75.3 H16-106777

4 アイディールブレーン 73.6 H12-245361

5 ミサワホーム 72.8 H18-131493

6 清水建設 71.9 H07-319352

7 杉本建築研究所 70.5 H17-083282

8 熊谷組 70.4 H11-075614

9 三井住友建設 68.9 H03-171734

10 住友ゴム工業 66.2 H17-023735

・課題類似出願人上位10 ・請求項類似出願人上位10

図表9．類似特許マップおよび類似出願人上位リスト

図表9に調査対象公報の類似出願を可視化した類似特許マップと、課題および請求項それぞれ
について類似する出願を行っている企業リストを示す。

課題については積水化学工業、東海ゴム工業、アイディールブレーン、請求項については江戸川
木材工業、日立製作所、住宅構造研究所等が類似する出願を行っている。

調査対象特許
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第5章 分析手法について

5-1 パテントスコア

※ 2007年8月末までの情報により作成

特許情報データベース

レイティング C-- C- C C+ B- B B+ A- A A+ A++ A+++

パテントスコア 5未満 5～15 15～25 25～35 35～45 45～55 55～65 65～75 75～85 85～95 95～105 105以上

出現率 0.0003 0.023 0.6 6.06 24.17 38.29 24.17 6.06 0.6 0.023 0.0003 0.000002

パテントスコアは、特許自動評価システムにより特許1件ごとに算出された値であり、計算には特許
の審査経過情報や書誌情報といった公知情報のみを利用することで、客観的な評価を実現しました。
評価対象は国内の権利化された特許および権利化の可能性のある特許全て（約300万件以上）で、
自社特許の棚卸し分析や、他社保有の膨大な特許ポートフォリオのマクロ分析はもちろん、注目す
る各個別特許の予備評価として人的評価前のスクリーニングにも活用することができます。

パテントスコアは、特許出願後査定に至るまでの出願
人・審査官・競合他社のアクション（経過情報）を同一
技術分野及び出願年の特許群の中で相対比較し、相
対的な偏差値として算出した値です。

また、相対評価は同一技術分野かつ同一出願年の特
許群内で行うことにより、技術分野別の権利化難易度や、
古い特許ほど経過情報が付与される傾向、特許審査制
度の変更などの影響を緩和しています。

0 2 4 6 8 10

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1996年登録特許(95184件)の維持率の変化 

維
持
率

維持年数

 全特許
 早期審査請求
 FA通過
 不服審判
 被異議申立
 被異議申立勝
 無効審判
 無効審判勝
 被引用(自社)
 被引用(他社)
 優先権
 閲覧
 分割

登
録
（
権
利
化
）
さ
れ
た
特
許
の
う
ち

権
利
が
生
き
て
い
る
件
数
の
割
合

登録後経過年数（年）

各経過情報について、特許の維持率との相関を算出し、
維持率が高い審査経過情報が付与された特許ほど、よ
りパテントスコアが高評価となるように自動算出すること
で客観的な特許評価を実現しています。

SAMPLE
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5-2 出願人スコアマップ

三洋電機

ブリヂストン

キヤノン

住友電装

カネカ

大日本印刷

シャープ

京セラ

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0 5 10 15 20 25 30 35 40

出願人最高スコア

出
願
人
ス
コ
ア

出願人最高スコアは、主に各企業が出願した個別特許の強さ（注目度）を反映した指標であり、出願件数
が少なく、出願人スコアが低い企業でも、注目度の高い特許を出願していれば、横軸の高スコア領域に表
示されます。また、出願人スコアは、各企業が出願した特許群の総合的な強さを反映した指標であり、出願
件数が少なくても、注目度の高い特許を多く保有していれば、縦軸の高スコア領域に表示されます。

本分析では、パテントスコアを
ベースとして、出願人ごとの相対
的な強みや特徴を、「円の大きさ」
と、その「ポジション」によって可視
化する「出願人ポジションマップ」
を使って評価しています。出願人
ポジションマップの円の大きさは
「出願件数」を、横軸は各出願人
の特許群の中で最も得点が高い
特許のスコア（「出願人最高スコ
ア」）を、縦軸は各企業が出願した
特許群のスコアを合算した値（「出
願人スコア」）を表しています。

例）太陽電池に関連する技術分野の出願人スコアマップ

横軸：出願人ごとにパテント
スコアの最高値を抽出。この
分類における１件の強い特許
（光る技術）を探索。

縦軸：出願人ごとに
パテントスコアを積
算。現在の「特許
力」がわかる。

直径：出願人ごとに出願
した特許数を表現。当該
分野に投入したリソース
の大きさがわかる。

5-3 特許類似検索

SAMPLE

検索対象：特許公報
または入力テキスト

キーワード
切り出し

キーワードの重要度に
基づいて文書ベクトル作成

特許情報
データベース

データベースに存在する全
ての公報との類似度を算出

類
似
度
高
い

類似度が高い順に
公報を出力

特許類似検索とは、検索対象となる特許公報もしくは入力されたテキストからキーワードを切り出し、キー
ワードの重要度に基づいて文書ベクトルを作成した後に、データベースに存在する全ての公報との間で類
似度を算出し、類似度が高い順に検索結果を出力する手法である。

調査対象特許群は、入力文書との類似度が高い特許公報を抽出することにより作成し、分析を実施して
いる。調査対象特許群は、国際特許分類（ＩＰＣ）等による絞込みを行うことも可能である。

なお、入力文書が特許公報の場合には、要約書および請求項に記載された文章を検索対象としている。
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公開特許公報 ：1993年1月～2010年2月
特許公告公報 ：1994年1月～1996年3月
特許公報 ：1996年5月～2010年2月
再公表特許公報 ：1996年1月～2010年2月
公表特許公報 ：1996年1月～2010年2月
整理標準化データ ：～2010年2月10日

(特許庁データ作成日) 
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